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植草学園大学内で確認された両生類・爬虫類

早川　雅晴

植草学園大学発達教育学部

植草学園大学の敷地内に生息している両生類と爬虫類の調査を行った。その結果,両生類は千葉県レッド

リストで保護生物に指定されている３種を含む４種を確認できた。現在千葉市では10種の両生類が生息して

いるとされているが,生息域が特定の場所で孤立化している種や,既に絶滅していると考えられている種も

含まれているため,ヌマガエルを除けば実質的にはこの地域に生息する可能性が考えられる種は,すべて含

まれていた。爬虫類は９種を確認し,全てが同レッドリストで保護生物に指定されている種であった。千葉

市では13種が確認されており,このうちカメ類３種については大学内で１種も確認できなかった。一方,ト

カゲ類は３種すべてを,ヘビ類は７種のうち６種を確認できた。両生類・爬虫類を環境指標とすると,植草

学園大学で確認された種は,この地域で見られる可能性のある種をほぼ網羅していることから,良好な陸水

域環境であると考えられる。

　キーワード：ビオトープ,環境指標,里地里山,絶滅危惧種

１.はじめに

植草学園大学(以下大学と記す)は千葉県千葉市

若葉区に位置し,周囲を住宅地に囲まれているが,

北側だけは森と接している。大学内の北側には「植

草共生の森」と名づけられた約２ha のビオトープ

があり,隣接する森とつながっている。「植草共生

の森」は2012年から造成・管理をしており(早川,

2021),筆者はこれまでに「植草共生の森」を中心

に大学内の生態系の把握を目的として,その構成要

因としての哺乳類(2023)・鳥類(2017)・スズメバ

チ類(2016)・植物(2022)の調査を行なってきた。

本稿は,これに続きこれまで扱ってこなかった両生

類と爬虫類の生息状況について報告する。

国際自然保護連合は,世界に生息する両生類8,300
種のうちの41％(ICUN,2021),爬虫類10,196種の

うちの21％(ICUN,2022)が絶滅の危機に瀕して

いるとしており,両生類の絶滅危惧種を含む割合は

脊椎動物の中で最も高いとしている。この原因とし

て,両生類の分布域は水域の影響をうけるため局限

されていることと,その生活様式が人為の影響を受 

け易いことが指摘されている(環境省自然環境局生

物多様性センター HP)。両生類の生息には,卵や

幼生が生息するための良好な水環境と,成体が生息

するための乾燥していない陸環境が揃っていること

が必要であるが,都市化に伴う乾燥化によりこのよ

うな陸水域は減少している。このことは逆に多様な

両生類が生息していれば,健全な水環境と緑地を維

持した里地里山の様な陸水域の環境が維持されてい

るということを示しており,両生類は陸水域環境の

指標となると考えられる。また,両生類を主に捕食

するヘビ類等の爬虫類も,間接的に里地里山の環境

指標になると考えられる。

２.方法

　2.1　調査場所の環境
両生類の生息に必要な陸水域は大学内外に２カ所

ある(図１)。１つは大学敷地脇の細長い湿地であ

る。この湿地は,鹿島川の支流の一つの最上流部で

あり,この水が大学敷地内を通る U 字溝の水路を通

り,鹿島川から印旛沼,利根川,太平洋へと続いて

(2024年１月23日受理)
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図１ .植草学園大学と,湿地・「植草共生の森」の水辺ゾー

ンの位置

いる。U 字溝の水路は湿地の水位より高い位置にあ

るため,雨が降ったときにだけ流れ,通常は乾燥し

ている。湿地は草で覆われている部分が多いものの,

干上がることはなく１年中湿った状態を保っている。

もう１つの陸水域は大学の敷地内の「植草共生の

森」の中にある水田・池・小川からなる水辺ゾーン

である。この水辺ゾーンの水はポンプで循環してお

り,大学の外の水域からは隔離されている。した

がって水中を移動して「植草共生の森」の水辺ゾー

ンへ侵入・定着することはできず,両生類が生息

していた場合は陸上を移動してきたと考えられる。

「植草共生の森」にはこの他に,イヌシデ・コナラ・

クヌギ等からなる雑木林ゾーン・スギ林ゾーン・タ

ケ林ゾーンの多様な環境が存在していて,爬虫類の

生息に適した環境と考えられる。

　2.2　調査方法

調 査期間 は2013年 ４月～ 2023年 ３ 月までの10年
間に,「植草共生の森」を中心に大学敷地内を散策

し,偶然観察できた種を記録した。また,学生等に

より大学内で爬虫類の情報を得られた場合は,著者

が確認・同定した上で記録した。

３.結果および考察

　3.1　出現種

確認された両生種は,アズマヒキガエルBufo

japonicus・ニホンアマガエルHyla japonica・ニホン

アカガエルRana japonica・シュレーゲルアオガエ

ル Rhacophorus schlegelii の４種であった。また,爬虫

類はニホンヤモリGekko japonicus・ヒガシニホント

カゲPlestiodon ^nitimus・ニホンカナヘビTakydromus

tachydromoides・シロマダラ Dinodon orientalis・ア

オダイショウ Elaphe climacophora・シマヘビ Elaphe

quadrivirgata・ヒバカリ Hebius vibakari・ヤマカガシ

Rhabdophis tigrinus・ニホンマムシ Agkistrodon blomho^i

の９種であった(表１・２)。

　3.2　両生類

　3.2.1　アズマヒキガエル
夜行性であるが,春先に「植草共生の森」の水辺

ゾーンの水田と池の周辺で,オスのアズマヒキガエ

ル(図２)を昼間も頻繁に確認した。メスが水田に

到着すると,通称「ガマ合戦」と呼ばれるメスの争

奪戦が行われ(前田・松井,1989),その後,メス

は水中にひも状の細長い卵塊を産んでいた(図３)。

卵から孵化した黒色の幼生(オタマジャクシ)は,

６月には稚ガエルとして上陸し,集団で森の中を歩

いているのを観察することができた。

千葉県レッドリスト(千葉県環境生活部,2019)
及び,千葉市レッドリスト(千葉市環境局,2004)
で要保護生物(カテゴリー C)に指定されている。

　3.2.2　ニホンアマガエル

日本全国に生息する普通種であり,指先に吸盤を

持ち樹木や建物などの垂直な面も登れることから,

行動範囲も広く,大学の敷地内全域で,目視及び鳴

き声により日常的に確認することができた。昼間は

水辺ゾーンの草原で目にしたが,夜間は街灯や校舎

の窓の光に集まる虫を捕食する姿が見られた。他の

多くのカエルとは異なり,ごく少数の卵を含む卵塊を

産むことから(前田・松井,1989),卵塊を見つける

ことが難しく大学内で確認することはできなかった。
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表１.植草学園大学構内で確認できた両生類

注１ .記載順と標準和名は「日本産爬虫両生類標準和名リスト(2023年６月29日版)」に従った。レッドリストカテ
ゴリーの A は最重要保護生物,C は要保護生物,D は一般保護生物を示す。

No. 科　名 和　名 学　名
千葉市

レッドリスト
カテゴリー

千葉県
レッドリスト
カテゴリー

１ ヒキガエル科 アズマヒキガエル Bufo japonicus C C

２ アマガエル科 ニホンアマガエル Hyla japonica

３ アカガエル科 ニホンアカガエル Rana japonica A A

４ アオガエル科 シュレーゲルアオガエル Rhacophorus schlegelii C D

表２.植草学園大学構内で確認できた爬虫類

注２ .記載順と標準和名は「日本産爬虫両生類標準和名リスト(2023年６月29日版)」に従った。レッドリストカ
テゴリーの B は重要保護生物,C は要保護生物,D は一般保護生物を示す。

No. 科　名 和　名 学　名
千葉市

レッドリスト
カテゴリー

千葉県
レッドリスト
カテゴリー

１ ヤモリ科 ニホンヤモリ Gekko japonicus D D

２ トカゲ科 ヒガシニホントカゲ Plestiodon ^nitimus B B

３ カナヘビ科 ニホンカナヘビ Takydromus tachydromoides D

４ ナミヘビ科 シロマダラ Dinodon orientalis B B

５ アオダイショウ Elaphe climacophora D D

６ シマヘビ Elaphe quadrivirgata C C

７ ヒバカリ Hebius vibakari D D

８ ヤマカガシ Rhabdophis tigrinus D D

９ クサリヘビ科 ニホンマムシ Agkistrodon blomho^i B B

図２.アズマヒキガエル 図３.アズマヒキガエルの卵塊

－ 41 －



植草学園大学内で確認された両生類・爬虫類

　3.2.3　ニホンアカガエル

「植草共生の森」の水田と池で球状の卵塊を確認

した(図４)。オタマジャクシは茶色で,背中に一

対の黒斑があるため(前田・松井,1989),同所的
に生息するアズマヒキガエルのオタマジャクシと区

別することができる。成体は草陰や土・水の中に隠

れているので,見つけにくいものの,春から夏にか

けては確認することができた。形態的にヤマアカガ

エル Rana ornativentris の成体と似るが,千葉市での

ヤマアカガエルの記録がないことから,ニホンアカ

ガエルと判断した。

日本固有種であり,千葉県レッドリスト(千葉県

環境生活部,2019)及び,千葉市レッドリスト(千

葉市環境局,2004)で最重要保護生物(カテゴリー

A)に指定されている。

図４.ニホンアカガエルの卵塊

　3.2.4　シュレーゲルアオガエル

鳴き声及び水田での捕獲により,その存在を確認

した。本種は水田の畔土を掘って造った浅い穴の中

に泡状の卵塊を産むとされているが(前田・松井,

1989),小川の水際に生えている草の根元で泡状の

卵塊を確認しており,「植草共生の森」で繁殖して

いると考えられる。

日本固有種であり,千葉県レッドリスト(千葉県

環境生活部,2019)では要保護生物(カテゴリー C)

に,千葉市レッドリスト(千葉市環境局,2004)で 

は一般保護生物(カテゴリー D)に指定されている。

　3.3　爬虫類

　3.3.1　ニホンヤモリ
爬虫類の中で最も頻繁に目にすることができ,夜

行性とされているが昼も確認できた。各指には指紋

のような趾下薄板が発達していて垂直な面も移動で

きるため,ニホンアマガエルと同様に,夜間に校舎

の外壁で照明に飛来してくる昆虫を餌としているの

を確認した。

千葉県レッドリスト(千葉県環境生活部,2019)
及び,千葉市レッドリスト(千葉市環境局,2004)
で一般保護生物(カテゴリー D)に指定されてい

る。

　3.3.2　ヒガシニホントカゲ
幼体は黄色い縦条を持つことと,尾が鮮やかな青

色であることから判別が容易である。「植草共生の

森」内での観察例が多かったが,昼間に「植草共生

の森」の外の花壇の植え込みでも観察され,広範囲

に移動・生息しているようであった。

かつては普通種であったが,千葉県レッドリスト

(千葉県環境生活部,2019)でも,千葉市レッドリ

スト(千葉市環境局,2004)でも重要保護生物(カ

テゴリー B)に指定されている。

　3.3.3　ニホンカナヘビ

基本的に昼行性であり,大学の敷地内全体で頻繁

に観察された。ヒガシニホントカゲと同様に,「植

草共生の森」の草下の他,花壇の植え込みなどで広

範囲に生息していた。

日本固有種であり,千葉市レッドリスト(千葉市

環境局,2004)では一般保護生物(カテゴリー D)

に指定されている。

　3.3.4　シロマダラ
確認できたのは幼蛇が１例だけである(図５)。

６月の蒸し暑い雨上がりに,M 棟(図１)の前の

アスファルトの路上にいるところを捕獲した。無毒

であるが,捕獲の際に鎌首を上げ毒蛇に擬態して威

嚇していた。本種は夜行性・森林性とされている

が,雨の降っている薄暗い時に移動してきて,戻れ
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図５.シロマダラの幼蛇

なくなったと思われる。成体を確認することはでき

ていないが,幼蛇が確認できたことから成体も生息

していると思われる。全国的に珍しいとされている

が,主要な餌とされている小型のトカゲ類が豊富で

あることから,大学内外を行き来しながら生息して

いると考えられる。

日本固有種で,千葉県レッドリスト(千葉県環境

生活部,2019)及び,千葉市レッドリスト(千葉市

環境局,2004)で重要保護生物(カテゴリー B)に

指定されている。

　3.3.5　アオダイショウ

昼行性であり,「植草共生の森」内の広い範囲で

何回も目視により確認することができた。樹上性の

傾向が強いとされているが,確認できたのはすべて

地上であった。

日本固有種であり,千葉県レッドリスト(千葉県

環境生活部,2019)及び,千葉市レッドリスト(千

葉市環境局,2004)で一般保護生物(カテゴリー

D)に指定されている。

　3.3.6　シマヘビ

千葉県内ではカエル類を主食としているが(千葉

県環境生活部,2019),水辺ゾーンだけでなく,「植

草共生の森」内の雑木林ゾーンやスギ林ゾーンでも

確認した。

日本固有種でかつては普通種であったが,千葉県

レッドリスト(千葉県環境生活部,2019)及び,千

葉市レッドリスト(千葉市環境局,2004)で要保護 

生物(カテゴリー C)に指定されている。

　3.3.7　ヒバカリ

小魚類やカエル類を主食とし,水田で見かける

ことが多いとされているが(国立環境研究所 HPa),

「植草共生の森」の水辺ゾーンだけでなく,雑木林

ゾーンでも確認した。

千葉県レッドリスト動物編(千葉県環境生活部,

2019)では一般保護生物(カテゴリー D)に,千

葉市レッドリスト(千葉市環境局,2004)でも一般

保護生物(カテゴリー D)に指定されている。

　3.3.8　ヤマカガシ
「植草共生の森」の水辺ゾーンで１度だけ確認

した。カエルを主食としていることから(Tanaka,

2002),水辺ゾーンにいたと考えられる。毒を持つ

が,毒牙は奥歯であり短いことと(堺・森口・鳥

羽,2002),性格的におとなしいことから,噛まれ

る確率は低いが,毒自体は強く死亡例もある(リ

チャード,1974・小川他,1986)。学生や子供達が

散策する際には,注意が必要と考えられる。

千葉県レッドリスト(千葉県環境生活部,2019)
及び,千葉市レッドリスト(千葉市環境局,2004)
で一般保護生物(カテゴリー D)に指定されてい

る。

　3.3.9　ニホンマムシ

６月の雨上がりの昼間に,１度だけ M 棟前で確

認された。M 棟周辺は普段アスファルトで乾燥し

ているが,雨で濡れていたため,水辺を好む本種が

湿地から移動してきたと考えられる。強い毒を持

ち,攻撃性も強いため,注意が必要である。現在,

「植草共生の森」の水辺ゾーンには,生息していな

いと考えられるが,今後も生息させないために,水

辺ゾーンの下草刈りを徹底し,本種の隠れる環境を

作らないようにすることが必要と考えられる。

千葉県レッドリスト(千葉県環境生活部,2019)
及び,千葉市レッドリスト(千葉市環境局,2004)
で重要保護生物(カテゴリー B)に指定されてい

る。
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　3.4　今後生息が確認される可能性のある種

千葉市で確認される両生類は10種とされており

(長谷川,1996),大学で確認されていないのは,ト

ウキョウサンショウウオ Hynobius tokyoensis,アカハ

ライモリ Cynops pyrrhogaster,トウキョウダルマガエ

ル Rana porosa,ツチガエルGlandirana rugosa,ヌマ

ガエルFejervarya kawamurai,ウシガエルLithobates

catesbeianus の６種である。

トウキョウサンショウウオは千葉県レッドリスト

で最重要保護生物(カテゴリー A)に指定されてい

る種で,これまでに若葉区に生息していた記録はな

いことから,今後も生息はないと考えられる。アカ

ハライモリも千葉県レッドリストで最重要保護生物

(カテゴリー A)に指定されている種で,若葉区で

の記録はあるものの,限られた孤立した場所に生息

しているだけであり,水域で繋がっていない「植草

共生の森」への移動はないと思われる。トウキョウ

ダルマガエルは千葉県レッドリストで重要保護生物

(カテゴリー B)に指定されている。大学を最上流

部とする鹿島川支流の下流部には,トウキョウダル

マガエルが生息しているものの,広い水田を好むこ

とと,鹿島川支流と「植草共生の森」の水辺ゾーン

は直接繋がっていないことから,将来的にトウキョ

ウダルマガエルが定着する可能性は低いと思われ

る。ツチガエルは千葉県レッドリストで最重要保護

生物(カテゴリー A)に指定され,千葉市では既に

絶滅していると考えられていることから(千葉県環

境生活部,2019),「植草共生の森」での生息も難し

いと思われる。ヌマガエルは本来本州中部以西に生

息していた種で,千葉県では国内移入種と考えられ

ている。現在,千葉県内で分布を拡大しているため

(国立環境研究所HPb),将来「植草共生の森」に

も生息する可能性が考えられる。ウシガエルは水路

の下流に位置する「植草共生の森」脇の貯水池で２

年間だけ鳴いているのを確認したが,大学内では確

認していない。干ばつのあった年に水が完全に干上

がってしまって以来,貯水池でも確認していない。

今後,また水路までは来ることがあるかもしれない

が,「植草共生の森」の水辺ゾーンは隔離されてい

るため,大学内への侵入は難しいと思われる。

次に千葉市で確認されている爬虫類は,13種とさ

れており(長谷川,1996),カメ類３種,トカゲ類 

３種,ヘビ類７種である。このうちカメ類３種は大

学内で確認されていない。ニホンスッポン Pelodiscus

sinensis は千葉県レッドリストでも千葉市レッドリス

トでも消息不明・絶滅生物とされている。野外で確

認された場合も在来種の残存個体なのか飼育個体

が逃げ出したものなのか不明とされており(千葉

市環境局,2004),大学内でも在来種が確認される

ことはないと思われる。ニホンイシガメMauremys

japonica は河川改修により,生息環境が狭められ減

少し,千葉県レッドリストでは重要保護生物(カ

テゴリー B),千葉市レッドリスト(千葉市環境局,

2004)では最重要保護生物(カテゴリー A)に指定

されている。既に個体数が少なく,大学内で確認

するのは難しいと考えられる。クサガメMauremys

reevesii は千葉県レッドリストでも,千葉市レッドリ

スト(千葉市環境局,2004)でも重要保護生物(カ

テゴリー C)に指定されていて,大学内で確認して

いないものの,大学から２km の距離にある鹿島川

支流では確認しており,将来的に水路を介して大学

内に入ることは考えられる。次にトカゲ類３種は大

学内で全て確認されている。ヘビ類は７種のうちジ

ムグリ Elaphe conspicillata を除く６種を大学で確認し

ている。ジムグリは森林性のネズミを専門に捕食す

ることから(千葉県環境生活部,2019),面積が広

く,ネズミの生息する(早川,2023)「植草共生の

森」は生息可能であり,今後,生息が確認される可

能性が高いと考えられる。

　3.5　両生類・爬虫類を指標とした環境評価
千葉市若葉区での両生類・爬虫類の生息状況に関

する報告はこれまでないが,千葉市全体で確認され

た23種のうちの13種を確認することができた。生息

が確認できなかった10種のうち,今後植草学園大学

で確認される可能性のあるのは,若葉区に生息して

いる可能性のあるヌマガエル・クサガメ・ジムグリ

の３種だけであることから,両生類・爬虫類を環境

指標としたとき,大学内は良好な陸水環境を保った

里地里山の環境であると考えられる。
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Abstract

Amphibians and reptiles identified within Uekusa Gakuen University

Masaharu HAYAKAWA
Faculty of Child Development and Education, Uekusa Gakuen University

A survey of amphibians and reptiles inhabiting the Uekusa Gakuen University campus was conducted. Four species 
of amphibian were identified, including three designated as protected species on the Chiba Prefecture Red List. 
Currently, 10 species of amphibians are said to inhabit Chiba City, although some have isolated habitats in specific 
places, and others are considered to be extinct, so excluding the Indian Rice Frog, all the species that could potentially 
inhabit this area were included. Nine species of reptiles were identified, all of which are listed as protected species on 
the Red List. Thirteen species of reptiles were identified in Chiba City, and of these, none of the three turtle species 
could be identified on campus. On the other hand, all three species of lizards and six of the seven species of snakes 
were identified. When amphibians and reptiles are used as environmental indicators, the species confirmed within 
Uekusa Gakuen University cover almost all the species that can be seen in this area, suggesting that it is a good 
freshwater environment.
　Keywords: Biotope, Environmental indicator, Satochi-satoyama, Endangered species
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